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平成25年度　第44回小中学生防火ポスターコンクール平成25年度　第44回小中学生防火ポスターコンクール
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一  席 

二  席 

守りたい。 
地域の絆と、 
未来に繋がる 
笑顔。 

あなたのちからで 
お問い合わせ下さい。 

消防団員のやりがいは、地域に暮らす自分自身が、 

地域のために動き、身近な人の役に立てること。 

そして、年齢も職業もさまざまな仲間と出会い、 

人として大きく成長していけることにある。 

例えば災害時には、地域の人々とも連携しあいながら、 

一緒に乗り越え、さらにまた強い絆を育んでいく。 

そうやって生まれた「絆」が何よりの宝。 

消防団員は
市民の方々が参加する、
まちを守り、心をつなぐ
自主的な防災のための
ボランティアです。

消防団員は
市民の方々が参加する、
まちを守り、心をつなぐ
自主的な防災のための
ボランティアです。

消防団の主な活動 

■災害時の活動 
　消火活動・救助活動・水防活動 
　　災害が発生すると、消防団員は現場に駆けつけ、 
　早期鎮火、迅速な救助・救出などを行います。 
■平常時の活動 
　防火啓発活動・救命講習会・住宅防火訪問 
　　地域を災害から守るため、火災予防や防災啓発 
　などを行います。 
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地域の防災、災害対策に貢献Y

猿田興業株式会社 
秋田市山王六丁目１番24号  ＴＥＬ018（863）1551㈹ 

山王セントラルビル７Ｆ  ＦＡＸ018（824）3651

森 田 ポ ン プ　　　ラ ビ ッ ト ポ ン プ 

桜ホース・ソフト吸管　　　消 防 被 服 一 式 

各 種 消 火 器　　　消 防 機 器 一 式 

株式会社　協　　　　　立 

株式会社　能代消防センター 

〒016-0846 能代市栄町12の3　 

TEL　(0185）（52）6361　 

（52）6494　 
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　「平成25年度小中学生防火ポスターコンクー

ル」には、小中学校合わせて12校から185点

の応募がありました。  

　審査は、1月21日 (火 )秋田地方総合庁舎で、

小笠原聖園学園短期大学准教授ら5名の審査員

により行われ、入賞作品が選考されました。 

　防火ポスターには、大仙市立太田中学校２年

�橋奈々さんの作品が採用されました。 

 
　入賞作品の展示 

○ 3月21日 (金 )～24日 (月 ) 

　　秋田市中通エリア「なかいち」 

　　にぎわい交流館「ＡＵ」1階   

　審査長の概評　 

　　　　聖園学園短期大学 

　　　　　　　准教授　小笠原　京　子 様 
　全国統一防火標語のもと、小中学生らしい感性

で、火災の恐ろしさを表現した工夫ある作品が多

く見られました。 

　小学生の部では、元気で素直な作品が多く、子

どもらしい感性やアイデアがあふれていました。

背景の色の選択や、色の塗り方をもっとていねい

にすると、効果がぐんと上がります。   

　中学生の部では、画面構成や色調などを明快に

整理し、効果的に表現していました。また、キャ

ッチコピーも工夫された作品が多いと感じました。 

一  席 一  席 中学生の部 小学生の部 

二  席 二  席 中学生の部 小学生の部 

大仙市立太田中学校 

　　２年　⠷　橋　奈　々 

藤里町立藤里小学校 

５年　三谷ひより 

藤里町立藤里小学校 

５年　新川　真理 

秋田市立飯島中学校 

２年　相原　有那 

三
種
町
立
浜
口
小
学
校 

　
　
１
年
　
か
が
や
　
ゆ
う
き 

大仙市立太田中学校 

　２年　⠷橋　千穂 
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小学生の部 

藤里町立藤里小学校 

　　６年　藤田　北斗 
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佳  作 

大
仙
市
立
中
仙
小
学
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５
年
　
佐
々
木
美
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三種町立浜口小学校 

　　１年　こだまみつき

上
小
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仁
村
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上
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小
学
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３
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石
川
　
春
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藤里町立藤里小学校 

　　５年　小田原耀大 

藤
里
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立
藤
里
小
学
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４
年
　
川
村
　
玲
奈 

藤里町立藤里小学校 

　　５年　安部　颯太 

大
仙
市
立
中
仙
小
学
校 

　
　
５
年
　
熊
谷
　
美
月 

藤里町立藤里小学校 

　　２年　臼井　陽菜 

藤里町立藤里小学校 

　　４年　藤本　夢羽 
藤里町立藤里小学校 

　　４年　山田　侑哉 

 

藤里町立藤里小学校 

　　３年　菊地　恋奈 
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能
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中
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２
年
　
小
野
　
春
美 

秋田市立山王中学校 

　　２年　新井　　愛 

中学生の部 

大館市立比内中学校 

　１年　三浦　海斗 
能代市立能代南中学校 

　１年　和田　琴美 
大仙市立大曲中学校 

　１年　後藤　香穂 
大仙市立大曲中学校 

　１年　鈴木　　菫 
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平成26年 平成25年 同期比較 

１月 累計 累計 １月 年計 １月 累計 

「
消
防
団
危
険
予
知
訓
練 

 

（
Ｓ
ー
Ｋ
Ｙ
Ｔ
）
研
修
を 

　
　
　
　
　
　 

受
講
し
て
」 

　
昨
年
一
二
月
一
四
日
に
大
仙
市
大
曲
交

流
セ
ン
タ
ー
を
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
た
、

消
防
団
危
険
予
知
訓
練
（
Ｓ
ー
Ｋ
Ｙ
Ｔ
）

研
修
を
大
仙
市
消
防
団
大
曲
支
団
が
受
講

し
ま
し
た
。 

　
大
仙
市
消
防
団
で
は
一
昨
年
六
件
の
公

務
災
害
事
案
が
発
生
し
て
お
り
、
団
員
の

安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
対
策
を
講
じ
る

必
要
性
を
感
じ
て
い
た
と
こ
ろ
、
秋
田
県

市
町
村
総
合
事
務
組
合
様
よ
り
お
話
を
い

た
だ
き
、
消
防
団
の
公
務
災
害
予
防
に
特

化
し
た
同
研
修
を
大
仙
市
消
防
団
と
し
て

初
め
て
受
講
し
た
も
の
で
す
。   

　
講
義
で
は
、
五
人
を
一
班
と
し
た
班
毎

に
分
か
れ
、
座
学
と
グ
ル
ー
プ
討
議
を
行

い
ま
し
た
。 

             

　
日
頃
、
何
気
な
く
行
っ
て
い
る
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
で
あ
っ
て
も
、
「
指
さ
し
呼
称
」

や
「
指
さ
し
唱
和
」
な
ど
、
声
に
出
し
身

振
り
を
交
え
て
行
う
こ
と
に
よ
り
、
❑
う

っ
か
り
❒
❑
ぼ
ん
や
り
❒
と
い
っ
た
ミ
ス

を
劇
的
に
減
ら
す
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に

は
チ
ー
ム
の
一
体
感
や
連
帯
感
を
盛
り
上

げ
る
等
、
よ
り
効
果
的
に
行
う
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
こ
と
を
体
験
し
ま
し
た
。 

　
受
講
し
た
団
員
か
ら
は
、
今
回
の
研
修

で
学
ん
だ
事
を
活
動
の
場
で
十
分
に
生
か

し
「
公
務
災
害
ゼ
ロ
」
を
目
指
し
た
い
と

の
意
見
も
聴
か
れ
ま
し
た
。 

　
消
防
団
員
が
安
全
に
活
動
で
き
る
環
境

を
整
備
し
、
団
員
の
確
保
に
繋
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
『
大
仙
市
消
防

団
　
今
日
も
元
気
に
活
動
　
ヨ
シ
ッ
　
』 

　
　〔
情
報
提
供
＝
大
仙
仙
北
美
郷
支
部
〕

  

 

＝
大
仙
市
消
防
団
＝ 

№720（昭和26年８月１日第３種郵便物認可） 消　防　秋　田 平成26年２月15日（毎月１回15日発行）（８）

 
トーハツ消防ポンプ　　　　　　　　　　　　　　　　　 
モリタ自動車ポンプ　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　綜合防災設備センター 
消 防 被 服 全 般　　　　　　　　　　　　　　　　　 
秋 田 県 代 理 店　　　　　　　　　　　　　　　　　 

 
 株式会社　高 義 商 会 
 
 トーハツ小型動力ポンプ 

モリタ自動車ポンプ 
ジ ェ ッ ト ホ ー ス 

（営　業　種　目）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
消 防 被 服 全 般 
火 災 報 知 器 各 種 
消 火 器 各 種 

　〒012-0105  本社  湯沢市川連町字万九郎屋布32 
　　　　　　　　　　　　　　　　 ℡（0183）（42）2125 
　〒012-0844  湯 沢 市 田 町  ℡（0183）（73）2588







株式会社タカギ 
　　　　　　　　　　秋田県横手市寿町１番28号 

　　　　　　　　　　ＴＥＬ　（0182）（32）3880 

（営 業 種 目） 

日本機械自動車ポンプ　　　キ ン パ イ ホ ー ス 

ト ー ハ ツ ポ ン プ　　　シ バ ウ ラ ポ ン プ 
◇ 

各 種 消防機械器具　　　各 種 消 火 器 

消 防設備保守点検　　　　　　　　　　　　　 

ホームページ　http://www17.ocn.ne.jp/̃takagi/ 
E - m a i l 　ykttkg@jasmine.ocn.ne.jp


